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件  名 第四次足立区一般廃棄物処理基本計画の基本方針等について 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三次足立区一般廃棄物処理基本計画を改定するにあたり、足立区基本

計画及び第三次足立区環境基本計画に示された施策の方向性と目標を実

践していくための、基本方針・目標及び指標を体系図としてまとめた。 

１ 計画の位置づけ（２ページ参照） 

  足立区基本計画や第三次足立区環境基本計画、東京都等の関連する

様々な計画と法律との整合を図る。 

２ 基本方針（３、４ページ参照） 

（１）廃棄物減量の推進 

   すべての「ひと」が率先して、日常的にごみをつくり出さない（リ

デュース）を推進し、特に食品や紙類等の資源ロスを意識した生活を

実践します。 

（２）持続可能な資源利用への転換 

   繰り返し使えるものは使用（リユース）するとともに、資源の再生

利用（リサイクル）を拡充し、限りある資源を無駄にしない取り組み

を実践します。 

（３）廃棄物の適正処理 

 多様化する社会に向け、普及啓発や排出指導等を徹底し、環境負荷

と生活環境に配慮した適正な廃棄物処理を実践します。 

３ 目標及び指標（別冊資料参照） 

（１）目標：３Ｒの推進と分別の徹底により廃棄物の量を減らす。 

   指標：一人１日あたりの家庭ごみ量 

（２）目標：資源の循環利用を推進する。 

   指標：資源化率 

（３）目標：廃棄物の適正処理向上により、区内のごみ量を減らす。 

   指標：区内発生ごみ量   

４ 今後の課題 

  現行計画で各目標を設定しているが、目標値に達しない指標もあるた

め、これまでにないごみ減量施策を打ち出し目標値を達成していくか、

目標値そのものを見直していく等、今後、環境審議会での意見を踏まえ

検討していく。 
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足立区一般廃棄物処理基本計画の位置づけ 

 

 

 国 

環境基本法 

循環型社会形成 

推進基本法 

  

足立区 

足立区基本構想 

足立区基本計画 

重点プロジェクト 

第三次足立区環境基本計画 

足立区一般廃棄物 

処理基本計画 

足立区 

分別収集計画 

一般廃棄物 

処理実施計画 

東京都 

東京都廃棄物 

処理計画 

東京都廃棄物の 
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棄
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清
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律 

資
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律 

各種リサイクル法 



環境の視点から目指す姿 

第四次足立区一般廃棄物処理基本計画の体系（案） 

 

 

 

 

〇足立区基本計画  

施策群 環境負荷が少ないくらしを実現する 

施 策 １ 地球温暖対策化対策の推進 

２ 循 環 型 社 会 の 構 築 ⇒ 一般廃棄物処理基本計画で定める。 

 

〇第三次足立区環境基本計画 

４つの視点のうち 環境負荷の少ない『くらし』 ⇒ 一般廃棄物処理基本計画で定める。 

すべての「ひと」が実践する低炭素、資源循環、自然共生型のくらし 

■柱   循環型社会の構築 

くらし方の工夫で、ごみを減らすとともに資源が循環するまちをつくる 

 

 

〇第四次足立区一般廃棄物処理基本計画の基本方針・目標（案）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本方針  地球にやさしい ひと のまち  

 

かけがえのない地球環境を守るため、 

すべての ひと が自ら学び考え、実践するまち  

足立区でくらし、働き、活動するすべての「ひと」が、環境について学び、自ら率先して環境

負荷の少ない行動を選択して実践します。 

この一つひとつの行動がつながり、区内全体に広がり、将来にわたって環境負荷の少ない快適

で持続可能なまち。そんな、日本で一番「地球にやさしい ひと のまち」を目指します。 

 ※「ひと」には、区民だけでなく、区内在勤・在学者、事業者・団体・*NPO など区に関わる

あらゆる主体を含みます。 

足立区基本構想の目指す将来像 

協創力でつくる 活力にあふれ 進化し続ける ひと・まち 足立 

基本方針１ 

廃棄物減量の推進 

すべての「ひと」が率先して、日

常的にごみをつくり出さない（リ

デュース）を推進し、特に食品や

紙類等の資源ロスを意識した生

活を実践します。 

基本方針２ 

持続可能な資源利用への転換 

繰り返し使えるものは使用（リユ

ース）するとともに、資源の再生

利用（リサイクル）を拡充し、限

りある資源を無駄にしない取り

組みを実践します。 

基本方針３ 

廃棄物の適正処理 

多様化する社会に向け、普及啓発

や排出指導等を徹底し、環境負荷

と生活環境に配慮した適正な廃

棄物処理を実践します。 

目標：３Ｒの推進と分別の徹底により

廃棄物の量を減らす。 

指標：一人１日あたりの家庭ごみ量 

〇区収集ごみ量（可燃・不燃・粗大） 

 ÷１０月１日人口÷３６５日 

目標：資源の循環利用を推進する。 

指標：資源化率 

〇資源行政・集団回収量＋不燃・粗大 

資源化量÷区収集ごみ量＋資源行 

政・集団回収量 

目標：廃棄物の適正処理向上により、

区内のごみ量を減らす。 

指標：区内発生ごみ量 

〇区収集ごみ量（可燃・不燃・粗大） 

＋事業系持込ごみ量 

※目標値については、別途設定する。 



足立区一般廃棄物処理基本計画基本方針（新旧対照表） 

 

基本方針 

第三次足立区一般廃棄物処理基本計画【現行】 第四次足立区一般廃棄物処理基本計画【改定(案)】 

区民・事業者・行政の協働による資源循環の推進 廃棄物減量の推進 

すべての「ひと」が率先して、日常的にごみをつくり出 

さない（リデュース）を推進し、特に食品や紙類等の資 

源ロスを意識した生活を実践します。 

３Ｒの徹底によるごみ減量の推進 

(1)区民・事業者等への普及啓発支援の実施 

(2)資源化への新たな取り組み 

持続可能な資源利用への転換 

繰り返し使えるものは使用（リユース）するとともに、 

資源の再生利用（リサイクル）を拡充し、限りある資源 

を無駄にしない取り組みを実践します。 

 

環境負荷への配慮と生活環境の改善に向けた適正な廃棄

物処理 

廃棄物の適正処理 

多様化する社会に向け、普及啓発や排出指導等を徹底

し、環境負荷と生活環境に配慮した適正な廃棄物処理を

実践します。 

※基本方針を基に目標を達成するための、ごみ減量施策等を示し環境審議会で審議していく。 
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件  名 足立区災害廃棄物処理計画の概要案について 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立区災害廃棄物処理計画を策定するにあたり、当計画の目指す姿、基

本的方針等の概要案をまとめた。 

１ 足立区災害廃棄物処理計画概要案（７ページ参照） 

（１）計画の目的 

災害時における区内の災害廃棄物を迅速かつ適正に処理し、区民の

生活環境の保全及び公衆衛生上の支障を防止する。 

（２）目指す姿 

迅速かつ適正な災害廃棄物処理により、区民の生命・財産を守り、

復興への第一歩へつなげる実効性ある計画とする。特に、混乱した状

況下においても災害廃棄物を処理するため、主に初動期（発災直後１

か月程度）の処理体制を確立する。 

（３）基本方針 

①計画的な処理の推進 

被災状況や災害廃棄物の発生量・処理量能力等を迅速に把握し、

最大の効果を発揮するための計画的な処理を推進する。 

②処理体制の構築 

庁内体制・23 区・一組等の連携、関係機関等の協力支援等の処理

体制を予め構築する。また、自助・共助に基づく区民・事業者等の役

割・責務等も明確化する。 

③安全性の確保 

仮置場での搬入出作業や解体作業等において、区民や処理従事者

等の安全性の確保を徹底する。 

④適正処理の推進 

区民の生活環境の保全と公衆衛生を維持し、早期の復旧・復興を

図るための適正な処理を推進する。 

⑤分別と資源化によるごみの減量 

膨大な災害廃棄物を徹底した分別と資源化により、ごみの減量を

図る。 

 

平成３０年度第２回足立区環境審議会資料 
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２ 災害廃棄物処理工程イメージ案（８ページ参照） 

（１）初動期（発災後から１か月まで） 

（２）応急対策期（発災後から６か月まで） 

（３）災害復旧・復興期（発災後から３年まで） 

３ 今後の検討課題 

災害廃棄物（３３５万トン想定）の発生内訳等を算定し、仮置場の必

要面積等を検討する。 

 



災害想定【大規模な地震災害と風水害】 

対象とする災害 東京湾北部地震・Ｍ7.3・冬の夕方１８時の首都直下地震（風水害についてもこれに準じる） 

想定する災害時の 

廃棄物 

【主な災害廃棄物】コンクリートがら、木くず、金属くず、粗大ごみ、廃家電等 

【主な生活ごみ】 避難所ごみ、一般生活ごみ、し尿 

災害廃棄物量（３３５万トンを想定） 

足立区災害廃棄物処理計画概要案 

 

 

 

 

被災状況や災害廃

棄物の発生量・処理

能力等を迅速に把握

し、最大の効果を発

揮するための計画的

な処理を推進する。 

 

庁内体制・23 区・

一組等の連携、関係

機関等の協力支援

等の処理体制を予

め構築する。また、

自助・共助に基づく

区民・事業者等の役

割・責務等も明確化

する。 

 

仮置場での搬入

出作業や解体作業

等において、区民や

処理従事者等の安

全性の確保を徹底

する。 

 

 

区民の生活環境

の保全と公衆衛生

を維持し、早期の復

旧・復興を図るため

の適正な処理を推

進する。 

 

 

 

膨大な災害廃棄

物を徹底した分別

と資源化により、

ごみの減量を図

る。 

【主な検討事項】 

・道路啓開等による災害廃棄物の発生量の算定及び処理方法 

・災害廃棄物の発生量に基づく仮置場等の設置・運営方法 

・避難所ごみ、生活ごみ、し尿等の処理方法 

・区民への処理方法等の広報周知 

・庁内体制、各自治体、関係機関等の連携強化（協定締結） 

・区が抱える潜在的課題及び各検討事項から見える更なる課題の整理検討 

【本計画の特徴】 

過去の大災害（東日本大震災、熊本地震、台風等）により生じた災害廃棄物の処理方法

や初動対応等の有効事例や課題等を整理し、当計画に反映させる。 

特に、混乱した状況下においても災害廃棄物を処理するため、 

主に初動期（発災直後 1 か月程度）の処理体制を確立する。 

基 本 方 針 

④ 

適正処理の推進 

 

③ 

安全性の確保 

 

⑤ 

分別と資源化に

よるごみの減量

①  

計画的な処理の推進 

 

② 

処理体制の構築 

 

実効性ある 
計画 

＜計画の目的＞ 
災害時における区内の災害廃棄物を迅速かつ適正に処理し、 
区民の生活環境の保全及び公衆衛生上の支障を防止する。 

迅速かつ適正な災害廃棄物処理により 
区民の生命・財産を守り、復興への第一歩へつなげる計画 

目指す姿 



3年目標
処理完了

災害廃棄物処理工程イメージ（目標とするロードマップ）案

項目
初動期 応急対策期 災害復旧・復興期

発災直後 ～３日目 ～１か月 ～３か月 ～６か月 ～２年 ～３年

災害廃棄物処理
実行計画

災
害
廃
棄
物

コンクリート
がら・金属等

粗大ごみ
廃家電等

避難所ごみ
生活ごみ

し尿

コンクリートがら・金属等の収集運搬
（一次仮置場へ搬入・分別・保管）

収集運搬・処理施設・仮置場への搬入

仮設トイレの設置

収集運搬・処理施設への搬入・処分

倒壊家屋等の解体・撤去
（二次仮置場・処理施設へ搬入・中間処理・処分

避難所での分別・保管

処理施設へ搬入
（中間処理・処分）

処理方針決定
（一時仮置場の決定）

実行計画の作成

処理量の算定（暫定）

道路啓開
（がれき発生）

処理施設・二次仮置場へ搬入
（中間処理・処分）

処理量・復興状況に応じて
実行計画の随時更新

倒壊家屋申請受付

第一仮置場（地区集積所）
分別･保管

避難所ごみ
生活ごみ
（発生）

粗大ごみ・廃家電等
（発生）

避難所トイレ（設置）

災害廃棄物
発生

8か月頃が
仮置場保管量ピーク収集運搬・分別・保管・処分

緊急建物解体・撤去



9 
 

 

件  名 平成２７年度の温室効果ガス排出量等の算定結果について 

所管部課 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 ( 結

果 ) の 概

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７（２０１５）年度の温室効果ガス排出量について、オール東京６２

市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」の算定結果がまと

まったので、概要を報告する。なお、排出量の算定には国や都などの各種統計

データが必要なため、確定まで約２年を要する。 

１ ２０１５年度の温室効果ガス排出量と前年度比 

  排出量の単位：万トンＣＯ２換算 

温室効果ガス

の種別  

足立区 23 区 多摩地域 

排出量 前年度比 排出量 前年度比 排出量 前年度比 

二酸化炭素 228.7 ▲5.8％ 4,506.7 ▲4.9％ 1,465.0 ▲5.0％ 

メタン 0.3 ▲3.5％ 4.8 ▲2.1％ 2.6 ▲13.3％ 

一酸化二窒素 1.1 6.3％ 16.9 11.0％ 6.5 1.6％ 

ＨＦＣｓ 11.6 7.2％ 321.9 10.3％ 93.6 9.6％ 

ＰＦＣｓ 0.0 ▲0.8％ 0.4 ▲0.8％ 3.1 3.1％ 

ＳＦ６ 0.1 ▲11.1％ 1.7 ▲11.2％ 0.9 0.0％ 

ＮＦ３ 0.0 6.9％ 0.5 7.0％ 0.5 0.0％ 

合計 241.9 ▲5.2％ 4,852.8 ▲4.0％ 1,572.2 ▲4.3％ 

ＨＦＣｓ＝ハイドロフルオロカーボン類、ＰＦＣｓ＝パーフルオロカーボン類 

ＳＦ６＝六フッ化硫黄 NF3=三フッ化窒素 

※ 各年度の合計値は、各ガスの小数点処理の関係で合わないことがある 
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２ 足立区のＣＯ２排出量の部門別推移    単位：万トン 

 

３ 都内区市別ＣＯ２排出量（2015 年度上位 30 団体 単位：万トンＣＯ２） 

1 港区 396.6 11 八王子市 216.5 21 北区 112.8 

2 大田区 302.7 12 品川区 203.7 22 台東区 112.2 

3 江東区 292.2 13 板橋区 198.5 23 目黒区 110.5 

4 千代田区 291.1 14 練馬区 190.0 24 府中市 102.4 

5 新宿区 283.7 15 杉並区 160.0 25 中野区 93.8 

6 世田谷区 277.5 16 豊島区 151.5 26 多摩市 71.0 

7 足立区 228.7 17 葛飾区 144.8 27 立川市 70.4 

8 中央区 219.0 18 町田市 124.7 28 調布市 68.7 

9 渋谷区 218.8 19 墨田区 118.3 29 荒川区 66.7 

10 江戸川区 218.1 20 文京区 115.6 30 日野市 65.2 
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４ ２０１５年度ＣＯ２排出量と部門別割合の同規模周辺区等との比較 

 ＣＯ２排出量 産業 家庭 業務 自動車 その他 

足立区 228.7 万ｔ 9.1％ 37.6％ 23.7％ 22.8％ 6.8％ 

大田区 302.7 万ｔ 9.3％ 32.6％ 37.0％ 16.0％ 5.1％ 

世田谷区 277.5 万ｔ 3.0％ 47.7％ 26.2％ 17.8％ 5.3％ 

江戸川区 218.1 万ｔ 11.0％ 38.9％ 22.0％ 23.5％ 4.6％ 

板橋区 198.5 万ｔ 16.6％ 37.2％ 23.0％ 18.7％ 4.5％ 

練馬区 190.0 万ｔ 4.0％ 49.8％ 23.1％ 17.1％ 6.0％ 

２３区 4,506.7 万ｔ 5.5％ 29.7％ 43.6％ 14.6％ 6.6％ 

多摩地域 1,465.0 万ｔ 13.0％ 35.9％ 30.2％ 16.6％ 4.3％ 

５ 足立区、２３区の年間エネルギー使用量の推移   

  エネルギー使用量とは、電力、都市ガス、ガソリン、灯油、軽油、重油等

の消費量を熱量換算した数値 

 

６ 足立区のＣＯ２排出量算定結果の分野別分析 

（１）製造業 

ＣＯ２排出量は、長期的には減少傾向である。排出量算定のベースにな

る製造品出荷額が減少しているためで、工場数の減少などが影響してい

ると考えられる。 
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製造業データの推移 1990 年度＝100 としたとき 

年 度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

ＣＯ２排出量 26.7 33.7 37.4 34.8 30.6 30.8 

エネルギー使用量 26.5 26.8 29.0 26.9 25.0 25.2 

製造品出荷額 30.2 38.4 40.3 32.5 28.0 28.0 

（２）家庭 

  エネルギー使用量は２０１１年の東日本大震災を契機に減少し、２０

１５年度は１９９０年度以後、最少となった。世帯あたりのエネルギー

使用量も１９９０年度の４分の３以下になっている。ただし、ＣＯ２排出

量は排出係数の影響を受けるため、エネルギー使用量とリンクしない。 

家庭部門データの推移 1990 年度＝100 としたとき 

年 度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

ＣＯ２排出量 121.5 129.3 139.3 142.5 132.4 123.8 

エネルギー使用量 115.7 108.9 107.5 111.0 107.3 98.6 

世帯数 136.8 137.8 142.6 143.6 145.4 135.1 

世帯あたりの 

エネルギー 
84.6 79.0 75.4 77.3 73.8 73.0 

（３）業務 

  業務も家庭と同様に、震災を契機にエネルギー使用量が減少し、２０

１５年度も大きく減少している。面積あたりのエネルギー使用量も１９

９０年度に比べ約２２％減少している。 

業務部門データの推移 1990 年度＝100 としたとき 

年 度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

ＣＯ２排出量 119.9 124.7 138.0 138.2 133.7 122.4 

エネルギー使用量 124.0 111.1 110.8 109.8 111.3 102.5 

延床面積 127.3 127.6 130.4 130.5 130.2 132.6 

1ｍ２あたりの 

エネルギー 
97.4 87.1 85.0 84.2 85.5 77.3 
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７ 電力のＣＯ２排出係数について 

電力の排出係数とは、1ｋＷｈ発電するときに排出されるＣＯ２の数値で 

ある。震災後、原子力発電所が停止し、火力発電の割合が高くなったため、

排出係数が高くなっている。 

ＣＯ２排出係数の推移（単位：ｋｇ／ｋＷｈ） 

1990 年 2000 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 

0.380 0.328 0.460 0.518 0.522 0.498 0.492 

２０１５年度と１９９０年度を比較すると、排出係数が約１.３倍になっ

ているため、仮に２０１４年度の電気使用量を１９９０年度比１５％削減

しても、ＣＯ２排出量は逆に約１０％増えてしまうことになる。  

８ 今後の方針等  

  ＣＯ２排出量、エネルギー使用量とも前年度を下回った。引き続き、省エ

ネ行動の啓発、補助制度等による設備・機器の買替え等、エネルギー使用

量を削減する取組みを進めていく。国や都の地球温暖化対策と区の取組み

を重層的に進め、第三次足立区環境基本計画のＣＯ２排出量削減目標を達

成していく。 
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件  名 「地球環境フェア２０１８」の開催結果について 

所管部課 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「やってみよう！まるごと１日エコあそび」と題した「地球環境フェア

２０１８」の開催結果について、次のとおり報告する。 

１ 日 時  平成３０年５月１９日(土)及び５月２０日(日) 

いずれも午前１０時～午後４時 

２ 天 候  ５月１９日（土）曇り時々晴れ、５月２０日（日）晴れ 

３ 会 場  本庁舎区民ロビー・正面広場、中央公園 

４ 来場者数 １５，０００人 

（５月１９日（土）5,000 人、５月２０日(日)10,000 人） 

※昨年度は１８，８００人 

５ 今年度の特徴 ワークショップ等を中心とした来場者体験型の内容

で開催した。 

６ 主なイベント結果 

（１）ワークショップ（全６種 累計２０回実施、２３９人参加） 

（２）水の未来と環境教室（４回実施 計４５人参加） 

（３）ミニ環境講座（全８種 累計８回実施、１２６人受講） 

（４）フードドライブ（２８件、２００個、合計重量４８．３７㎏） 

（５）環境クイズダンボール迷路（２日間で２６４人参加） 

（６）環境クイズラリー（２日間で２，０９２人参加） 

７ カーボン・オフセットの実施 

地球環境フェアの開催に伴い排出されるＣＯ２（８ｔ）について、森林

整備によりＣＯ２吸収量を増やすことでゼロにする「カーボン・オフセッ

ト」を、昨年に続き４つの自治体（秋田県八峰町、新潟県魚沼市、新潟

県阿賀町、高知県）との連携により実施した。 

８ 今後の方針等 

  区民の環境に関する意識の啓発及び環境に配慮した実践行動を促す

ため、啓発効果の大きいイベント内容となるように工夫を重ねていく。

また、より多くの団体、区民の参加が得られる方法を検討していく。 

 

 

平成３０年度第２回足立区環境審議会資料 

報告事項２ 



15 
 

 

件 名 平成２９年度の家庭ごみ排出量及び資源化量、資源化率について 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 ( 結

果)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度のごみ量（燃やすごみ・燃やさないごみ・粗大ごみ）及び資源

化量、資源化率について、以下のとおり報告する。なお、端数処理しているた

め、内訳と合計が一致しない場合がある。 

１ 家庭ごみ排出量                      単位：ｔ 

 
燃やすごみ 

燃やさな

いごみ 
粗大ごみ 合計 増減 

29 年度 127,432 3,241 4,416 135,089 △1,647 

28 年度 128,824 3,497 4,416 136,736 － 

 ※ごみ量の中には、事業系有料ごみ処理券を貼付した事業系ごみを含む。 

 （平成１２年４月以降の家庭ごみ排出量については１７ページ参照） 

２ 資源回収量 

（１）品目別（１８ページ参照）            単位：ｔ 

行

政

回

収 

等 

品目 古紙 びん 缶 
ペット 

ボトル 

食品 

トレイ 

平成 29 年度 6,201 4,931 1,467 2,267 3 

平成 28 年度 6,413 4,996 1,486 2,186 4 

品目 
RVM(※) 

(飲料缶) 

RVM(※) 

（ペット）
合計 増減 

平成 29 年度 59 433 15,363 △300 

平成 28 年度 63 516 15,663 － 

       

集 

団 

回 

収 

品目 古紙 びん 缶 古布 合計 増減 

平成 29 年度 10,379 10 388 133 10,910 △430 

平成 28 年度 10,795 11 404 130 11,340 － 

資源回収量については、新聞、雑誌等の発行部数が低落傾向にあるため、古紙

の行政回収量及び集団回収量ともに減少した。 

※ＲＶＭ・・・スーパーの店頭に設置されている自動回収機 

      （飲料缶：８店舗、ペットボトル：３２店舗） 

 

平成３０年度第２回足立区環境審議会資料 
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（２）行政回収量と集団回収量の合計             単位：ｔ 

 行政回収量 集団回収量 合計 増減 

平成 29 年度 15,363 10,910 26,273 △731 

平成 28 年度 15,663 11,340 27,004 － 

 

３ 資源化率 

（１）ごみ総量に対する資源化率             

○平成２９年度目標値・・・２３．５％         単位：ｔ 

 ごみ総量 資源化量 資源化率 

平成 29 年度 161,362 30,822 19.10％ 

平成 28 年度 163,740 31,921 19.49％ 

※資源化率＝資源化量÷ごみ総量 

資源化量・・資源行政・集団回収量＋燃やさないごみ・粗大ごみ資源化量 

ごみ総量・・家庭ごみ排出量＋資源行政・集団回収量 

（２）燃やさないごみの資源化率 

○平成２９年度目標値・・・９０％            単位：ｔ 

 回収量 資源化量 資源化率 

平成 29 年度 3,241 2,968 91.6％ 

平成 28 年度 3,497 3,224 92.2％ 

（３）粗大ごみの資源化率 

○平成２９年度目標値・・・４０％            単位：ｔ 

 回収量 資源化量 資源化率 

平成 29 年度 4,416 1,581 35.8％ 

平成 28 年度 4,416 1,694 38.4％ 

粗大ごみ回収量が横ばいになったが、金属類や木材等の資源化できるも

のが減ったため、前年度よりも資源化率が減少した。 

また、粗大ごみの資源化率４０％を達成するため、平成３０年度より、

粗大ごみとして排出される個数の最も多い布団全般について資源化を

開始した。 

（平成１２年４月以降の資源化量・資源化率は１９、２０ページ参照） 

４ 今後の方針等 

家庭から排出される燃やすごみの減量に向け、資源となる紙類の分別徹

底に加え、未使用食品や調理くず等の厨芥ごみの削減（食品ロス問題等）に

取り組んでいく。 
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足立区の家庭ごみ排出量

燃やすごみ

燃やさないごみ

粗大ごみ

      単位：ｔ
年度

ごみ種

燃やすごみ 123,775 123,763 122,289 123,089 118,638 119,803 118,816 119,315 143,677 141,025 139,528 139,204 136,600 134,316 131,815 131,030 128,824 127,432

燃やさないごみ 37,079 37,161 37,690 38,983 39,020 36,803 36,416 31,744 5,734 4,834 4,867 4,485 4,066 3,805 3,611 3,646 3,497 3,241

粗大ごみ 4,005 3,320 2,977 3,749 3,463 3,593 3,481 3,426 3,273 3,714 4,205 4,625 4,403 4,420 4,143 4,305 4,416 4,416

合計 164,859 164,244 162,956 165,821 161,121 160,199 158,713 154,485 152,684 149,573 148,600 148,314 145,069 142,541 139,569 138,982 136,736 135,089

指数 100 99.6 98.8 100.6 97.7 97.2 96.3 93.7 92.6 90.7 90.1 90.0 88.0 86.5 84.7 84.3 82.9 81.9

※合計とは、家庭から排出される、燃やすごみ・燃やさないごみ・粗大ごみの量（区収集事業系ごみ含む）

※端数処理のため、各合計値と内訳が一致しない場合がある。

※平成20年度からサーマルリサイクルを実施したことにより、プラスチックが燃やすごみとなり増量、燃やさないごみが減量した。
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品目別資源回収量 

（１）行政回収等                                 （２）集団回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年度 平成29年度

古紙 6,413 6,201

びん 4,996 4,931

缶 1,486 1,467

ペットボトル 2,186 2,267

食品トレイ 4 3

RVM(飲料缶） 63 59

RVM（ペット） 516 433

合計 15,663 15,363

516 433
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足立区の資源化量及び資源化率 資源化量（ｔ）

資源化率（％）

H23 燃やさないごみの資源化実施（※）

年度

項目

ごみ総量（t） 197,484 199,695 195,946 196,980 191,977 191,004 189,312 184,581 182,105 177,764 177,015 177,062 173,837 171,548 167,887 166,915 163,740 161,362

資源化量（ｔ） 32,625 35,451 32,990 31,159 30,856 30,805 30,599 30,096 29,421 28,191 29,724 33,735 33,579 33,574 33,107 32,878 31,921 30,822

資源化率（％） 16.52% 17.75% 16.84% 15.82% 16.07% 16.13% 16.16% 16.31% 16.16% 15.86% 16.79% 19.05% 19.32% 19.57% 19.72% 19.70% 19.49% 19.10%

※平成23年度から区内全体で、燃やさないごみの資源化を実施したことにより、資源回収量及び資源化率が向上した。

   　　   単位：ｔ

※資源化率＝資源化量　÷　ごみ総量 資源化量とは、資源行政・集団回収量＋燃やさないごみ・粗大ごみ資源化量

H18 H19 H20 H21 H22H12 H13 H14 H15 H16 H17 H29

ごみ総量とは、家庭ごみ排出量（区収集事業系ごみ含む）＋資源行政・集団回収量

H23 H24 H25 H26 H27 H28



 
 

 資源化の内訳 

 

※端数処理のため、各合計値と内訳が一致しない場合がある。 

※ピックアップ回収とは、集積所から収集したごみの中から、資源となるものを選別して資源化する方法。 

年度

品目

古紙 9,359 12,202 9,805 7,122 6,436 6,214 5,786 5,330 4,340 4,051 4,051 4,480 4,900 5,720 5,963 6,620 6,413 6,201

びん 5,634 5,448 5,240 5,026 4,843 4,741 4,607 4,621 5,010 5,066 5,127 5,107 5,050 5,078 5,032 5,109 4,996 4,931

缶 2,511 2,271 2,011 1,737 1,583 1,477 1,379 1,409 1,627 1,670 1,677 1,635 1,611 1,602 1,534 1,494 1,486 1,467

ペットボトル

（店頭回収含む）
458 544 613 652 880 1,835 1,868 1,927 2,076 2,072 2,156 2,289 2,250 2,280 2,217 2,135 2,186 2,267

トレイ・発泡スチ

ロール

（拠点回収含む）
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 0.01 1 8 7 6 4 4 4 4 3

拠点 その他拠点回収 59 57 56 58 54 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

缶 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 56 68 74 71 51 63 59

ペットボトル ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 75 282 363 403 424 588 578 579 603 565 516 433

不燃ごみ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1,028 3,776 3,707 3,458 3,279 3,362 3,224 2,968

粗大ごみ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 280 1,211 1,105 1,110 1,510 1,584 1,694 1,581

18,021 20,522 17,725 14,595 13,797 14,266 13,714 13,568 13,416 13,264 14,751 19,148 19,274 19,904 20,212 20,925 20,580 19,912

紙類 13,959 14,390 14,725 15,996 16,510 16,029 16,382 16,029 15,497 14,427 14,457 14,068 13,779 13,124 12,346 11,393 10,795 10,379

布類 287 189 168 172 146 138 141 128 108 100 104 96 91 112 134 150 130 133

缶類 265 271 303 332 350 331 328 339 372 373 387 398 414 414 398 398 404 388

びん類 90 76 67 62 49 40 35 32 27 26 25 25 21 21 17 12 11 10

その他 3 4 3 3 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 14,604 14,929 15,266 16,565 17,059 16,538 16,885 16,528 16,005 14,927 14,973 14,587 14,305 13,670 12,895 11,954 11,340 10,910

32,625 35,451 32,990 31,159 30,856 30,805 30,599 30,096 29,421 28,191 29,724 33,735 33,579 33,574 33,107 32,878 31,921 30,822

H18 H19 H20 H21 H22

資源化量

集

積

所

回

収

　

自

動

　

回

収

機

(

R

V

M

)

ピ

ッ
ク

ア

ッ
プ

回

収

行

政

回

収

等

集

団

回

収

H28H27 H29

単位：ｔ

合計

区分 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H23 H24 H25 H26
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件 名 平成２９年度資源持去り防止対策の実施結果について 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 ( 結

果)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度資源持去り防止対策の実施結果について、以下のとおり報告す

る。 

１ 専門非常勤職員によるパトロール（車両１台体制） 

〇 月曜～土曜日・午前７時から正午まで 

持去り行為を繰り返す者に対し、警告書や収集運搬禁止命令による行政

指導や過料等を科した。また、収集運搬禁止命令に違反し、繰り返し持去

り行為を行う悪質な行為者に対し、綾瀬警察署と連携し取り締まりを行

い、刑事告発を行った。 

【専門非常勤職員によるパトロール実績】     単位：件 

 
注意等 警告 過料 

収集運搬

禁止命令 

氏名等 

公表 
罰金 

平成 29 年度 3,317 8 44 30 13 0 

平成 28 年度 3,352 59 38 16 10 1 

２ 民間警備会社によるパトロール（車両２台体制） 

〇 月曜～土曜日・午前４時から午前８時まで 

（必要に応じて、午後１０時から翌日の正午の間においてパトロール時

間を変更もしくは延長することができる）。 

持去り行為を発見した際に、注意喚起や条例周知、原状回復を促すととも

に、不法投棄物を発見した際は発見場所等を、ごみ減量推進課から管理者

に連絡の上、対応を依頼している。 

【民間警備会社によるパトロール実績】     単位：件 

 口頭注意（条例周

知チラシ含む） 
条例周知チラシ 不法投棄物 

平成 29 年度 4,062 662 1,064 

平成 28 年度 2,980 656 1,823 

※条例で持去り行為が禁止されていることを知らない場合は、条例の内容を

周知するため、チラシを配付し、啓発指導している。 

 

平成３０年度第２回足立区環境審議会資料 

報告事項４ 
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３ ＧＰＳ端末器を活用した追跡調査結果    単位：個 

 
設置個数 

搬入先事業者内訳 

区内 区外 

平成 29年度 ３ － ２ 

平成 28年度 ０ － － 

※設置したうち１個については、追跡調査途中で通信が切れたため、搬入先事

業者の特定ができなかった。 

４ 資源持去り対策による効果 

 平成２２年４月１日に「足立区廃棄物の処理及び再利用に関する条例」を改

正し、資源持去り行為を禁止、取り締まりを行った結果、古紙の行政回収量は

以前より増加した状況を維持しており、一定の効果があると考えられる。 

【古紙の行政回収量の推移】            単位：t 

 

※端数処理のため、各合計値と内訳が一致しない場合がある。 

５ 今後の方針等 

資源の持去り行為については、区民の関心が高く、取り締まりに対する要望

も多いため、引き続き、資源持去り対策を実施していく。 

また、繰り返し持去り行為を行う悪質な行為者（車両を使用し持去り行為を

行う者）に対し、区内警察署と連携し、厳正に対処していく。 

 新聞 雑誌 段ボール 紙パック 合計 前年比 

平成 29 年度 1,029 1,543 3,616 13 6,201 97％ 

平成 28 年度 1,093 1,655 3,650 15 6,413 97％ 

平成 27 年度 1,233 1,757 3,614 16 6,620 111％ 

平成 26 年度 1,187 1,574 3,189 12 5,963 104％ 

平成 25 年度 1,177 1,521 3,009 12 5,720 117％ 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

紙パック

段ボール

雑誌

新聞

5,720

0.2%

52.6%

26.6%

20.6%

5,963
0.2%

53.5%

26.4%

19.9%

6,620
0.2%

54.6%

26.5%

18.6%

6,413
0.2%

56.9%

25.8%

17.0%

6,201
0.2%

58.3%

24.9%

16.6%
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件 名 平成２９年度生活環境保全対策の実施状況について 

所管部課 環境部生活環境保全課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 ( 結

果)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度ごみ屋敷対策の状況及び長期化しているごみ屋敷事案の分析に

ついて、以下のとおり報告する。 

１ ごみ屋敷対策の状況（平成３０年３月３１日現在） 

  ごみ屋敷対策全体の解決率は８２．６％であり、ごみ屋敷の未解決事案は

６９件である。 

（１）相談受付及び解決累計件数              （再掲） 

年度  ごみ屋敷 樹木 その他 計  空き家 

24～28

年度 

受付 179 件 304 件 146 件 629 件  263 件 

解決 119 件 259 件 129 件 507 件  211 件 

29 

年度 

受付 35 件 59 件 1 件 95 件  34 件 

解決 26 件 57 件 8 件 91 件  46 件 

累計 
受付 214 件 363 件 147 件 724 件  297 件 

解決 145 件 316 件 137 件 598 件  257 件 

未解決 

件数 
 69 件 47 件 10 件 126 件 

 
40 件 

累計 

解決率 
 67.8％ 87.1％ 93.2％ 82.6％ 

 
86.5％ 

前年度

増減率 
 ＋1.3% ＋1.9% ＋4.8% ＋2.0% 

 
＋6.0% 

※空き家…「ごみ屋敷」「樹木」「その他」から抽出した内数 

 

（２）ごみ屋敷未解決事案６９件の受付年度別内訳 

 

 ※平成２４年度から平成２６年度の間に指導を開始したが、現在も未

解決の「解決に時間を要している事案」が全体の約３割（２１件）

を占めている 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成３０年度第２回足立区環境審議会資料 

報告事項５ 

H24 

7 件 

10.2% 

H26 

10 件 

14.5% 

H28 

12 件 

17.4% 

H27 

11 件 

15.9% 

H25 

4 件 

5.8% 

H29 

25 件 

36.2% 

解決に時間を要している事案 21 件 
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２ ごみ屋敷の解決に時間を要している事案（２１件）の分析 

（１）事案の傾向 

   苦情の多さ・改善意識の欠如等・区の介入度合・改善状況・緊急性の５

指標を用い、進捗等の度合いを大・中・小に振り分けて評価した。 

 苦情の多

さ 

改善意識

の欠如等 

区の介入

度合 

改善状況 緊急性 

大(多) 0 件 15 件 6 件 3 件 0 件 

中 6 件 5 件 12 件 8 件 6 件 

小(少) 15 件 1 件 3 件 10 件 15 件 

  ア 苦情の多さは、小が約７１％（１５件）を占めるため大きな苦情はな

いが、それは近隣が区の介入を理解していると思われるため。 

  イ 改善意識の欠如等は、大・中あわせ約９５％（２０件）で対象者自身

の課題が大きく、解決に時間を要している。 

  ウ 区の介入度合は、大・中あわせ約８６％（１８件）で区の介入は進行

しているが、対象者自身の課題がある中、解決に時間を要している。 

  エ 改善状況は、中・小あわせ約８６％（１８件）で少しずつ改善してい

る。 

  オ 緊急性は、大が０件で、約７１％（１５件）が小である。区の指導に

より、道路にごみがはみ出すなど近隣に迷惑をかけている状況は改善し

ている。 

（２）対象者の特性 

   ごみの収集癖・キーパーソンの不在・他者との接触拒否の３指標を用い

て、解決阻害要因を分析した。 

  ア 対象者にごみの収集癖がある。     ８件（約３８％） 

  イ 対象者にキーパーソンがいない。   １８件（約８６％） 

  ウ 対象者に他者との接触拒否がある。  １３件（約６２％） 

  エ 上記要因が２つ重複している。    １６件（約７６％） 

  オ 上記要因が３つ重複している。     ２件（約１０％） 

（３）分析結果と今後の対応 

  ア 対象者自身の改善意識の欠如等は、貧困や病気、人間関係のトラブル

による影響が大きい。このため、今後も粘り強い対応を続け、対象者と

の信頼関係の構築に努めることで、改善意識の向上を図っていく。 

  イ ごみの収集癖と他者との接触拒否が重複する対象者には、精神疾患や

発達障害などが疑われる事案が多くみられる。このため、医療保健・福

祉分野との連携を強化していく必要がある。 

  ウ キーパーソンの不在と他者との接触拒否が重複する対象者には、地域

や親族間で孤立化している事案が多くみられる。このため、医療保健分

野、孤立ゼロプロジェクトなどとの連携を強化していく必要がある。 
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  エ 条例に基づく支援・代執行等の実施も検討しつつ、解決の糸口を模索

していく。 

３ 空き地の草刈対策の状況 

（１）受付及び解決累計件数 

年度  草刈 

２４～２８ 

年度 

受付 ５４５件 

解決 ５３４件 

２９ 

年度 

受付 １１７件 

解決 １２３件 

累計 
受付 ６６２件 

解決 ６５７件 

未解決件数  ５件 

累計解決率  ９９．２％ 

※未解決の５件については、引き続き指導していく。 

（２）草刈委託事業 

   土地所有者等からの申し込みを受けて、区とあらかじめ委託契約した造

園業者が草刈を実施、要した費用を後日、土地所有者等から収納する。平

成２９年度の草刈解決件数１２３件の内訳は、以下のとおりである。 

平成２９年度 件 数 割 合 委託利用料収納率 

委託利用 ６２件 ５０．４％ １００％（完納） 

自主草刈 ６１件 ４９．６％  

４ 情報発信について 

  平成２４年度から平成２８年度の間で計１１８件の新聞、テレビ等の報道

機関の取材を受けた。平成２９年度は同様の取材等を計９件受けた。 

これらの取材等を通じ、「足立区モデル」のごみ屋敷対策をＰＲし評価さ

れた。 

５ 今後の方針等 

  今年度は、ごみ屋敷未解決事案のうち、平成２４年度から平成２６年度ま

でに受け付けた計２１件を総点検し、解決に向けて全力で取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

→平成２９年度以前よ

り対応を継続してい

たものを含む。 
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件 名 平成２９年度不法投棄対策の実施状況について 

所管部課 環境部生活環境保全課、都市建設部駐輪場対策担当課、道路整備室道路管理課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 ( 結

果)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年４月より不法投棄総合窓口を設置後、平成２７年５月からは不法

投棄１１０番を開設し、区民からの通報や相談に応じている。ついては平成２

９年度不法投棄対策の実施状況を以下のとおり報告する。 

１ 不法投棄総合窓口受付月別件数（平成２９年度）      単位：件 

 

※前年度の 614 件の 19.0％増 

２ 不法投棄総合窓口受付年度別件数(平成２６～２９年度)    単位：件 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
１０

月

１１

月

１２

月
１月 ２月 ３月 合計

110番電話 54 53 50 50 51 38 39 62 37 28 33 60 555

110番WEB 0 0 0 1 1 3 4 2 7 4 7 6 35

その他通報 7 13 20 14 10 7 10 14 8 12 10 16 141

総合受付数 61 66 70 65 62 48 53 78 52 44 50 82 731

7 13 20 14 10 7 10 14 8 12 10 16
0
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その他通報 480 342 158 141

合計 480 465 614 731
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３ 不法投棄処理個数（平成２９年度 管理地別内訳）      単位：個 

内訳 区道 公園 集積所 私道 合計 前年度 増減 

自転車 5,067 0 13 0 5,080 5,363 -283 

バイク 63 0 0 0 63 54 9 

家電 59 48 124 1 232 211 21 

ごみ 1,249 1,151 2,494 5 4,899 5,465 -566 

合計 6,438 1,199 2,631 6 10,274 11,093 -819 

※前年度同時期比 7.3％減 

４ 不法投棄処理個数(平成２５～２９年度 種類別一覧)     単位：個 

 
※ピーク時であるＨ24 年度(20,000 個)比 48.6％減 

５ 平成２６～２９年度 不用自転車無料引取台数        単位：台 

 
竹の塚 

移送所 

中央本町 

移送所 

北綾瀬 

移送所 

扇 

移送所 

関屋 

引取所 

北千住南 

引取所 

千住大橋 

引取所 

五反野北 

引取所 
台数合計 

26 年度 937 1,147 1,336 734 0 0 0 0 4,154 

27 年度 1,025 989 1,178 694 662 0 0 0 4,548 

28 年度 1,045 1,055 1,210 695 736 0 0 0 4,741 

29 年度 1,064 1,027 1,285 662 364 397 311 336 5,446 

※前年度の 14.8％増 

６ 不法投棄防止強化パトロール結果報告（１０月～３月）  単位：箇所 

担当課 10 月 11 月 12 月 １月 2 月 3 月 計 

ごみ減量推進課 183 622 562 5 83 229 1,684 

道路管理課 15 12 17 20 17 7 88 

工事課 68 56 55 44 48 66 337 

公園管理課 9 9 72 71 54 47 262 

交通対策課 4 2 108 84 94 91 383 

計 279 701 814 224 296 440 2,754 

 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

自転車 8,484 7,251 6,240 5,363 5,080

バイク 162 131 69 54 63

家電 541 427 323 211 232

ごみ 6,863 5,787 5,675 5,465 4,899

合計 16,050 13,596 12,307 11,093 10,274

6,863 5,787 5,675 5,465 4,899 

541 
427 323 211 232 

162 
131 69 54 63 

8,484 
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７ 重点対策 

対策名 実施状況 

防犯カメラの設置 

繰り返し不法投

棄される場所に防

犯カメラを設置 

 

平成 29 年度は 2台設置し、累計設置台数は 61 台。 

※環境部 6 台、都市建設部 55 台 

○費用         5,105,484 円 

①防犯カメラリース  2,838,240 円 

②防犯カメラ設置等  2,267,244 円 

強化月間 

年 2 回の不法投

棄防止化月間にお

ける啓発活動 

5 月 30 日から 6 月 30 日、10 月から 12 月の期間中に

庁有車へのステッカー貼付、横断幕・懸垂幕の設置、

不法投棄多発箇所のパトロールを行った。 

 ○費用               429,192 円 

①マグネットシート      14,040 円 

②横断幕・懸垂幕       415,152 円 

看板等の設置 

駅周辺のガード

レールに不法投棄

110 番の横断幕を

設置 

ガードレール用不法投棄 110 番横断幕 20 枚設置。 

防止看板 139 枚、ビュー坊看板 40 枚、厳禁看板 18 枚、

合計 197 枚を貸し出した。 

 ○費用               609,196 円 

 ①看板購入等           609,196 円 

緊急対策 

道路上の危険物

撤去 

道路上の不法投棄物撤去作業を 73 回行った。 

 ○費用             3,765,912 円 

撤去・処分費用 

緊急対策以外の

不法投棄物撤去費

用 

○費用             4,586,343 円 

①収集運搬費         1,436,353 円 

②処分費             2,009,487 円 

③家電リサイクル料   1,140,503 円 
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８ 重点対策費用(平成２６～２９年度)             単位：円 

 

９ 今後の方針等 

  平成３０年度からは民有地(事業用地を除く)の不法投棄対策支援事業を開

始した。合わせて、不法投棄通報協力員制度や不法投棄防止シールの配付等

により不法投棄対策の強化を図っていく。 

 

 

 

26年度 27年度 28年度 29年度

防犯カメラ 895,320 1,695,556 3,972,284 5,105,484

強化月間 538,164 176,040 525,852 429,192

看板設置 87,652 646,920 590,826 609,196

緊急対策 1,272,823 2,212,670 2,812,837 3,765,912

撤去処分 5,494,005 4,844,515 6,466,141 4,586,343

合計 8,287,964 9,575,701 14,367,940 14,496,127
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